
Ⅰ 学校経営の基本

１ 学校経営の基調

・本県教育目標及び結城市学校教育の目標を受け，本校教育目標の具現化のために，
生徒の実態，保護者の願い，地域の実情をふまえ，地域の人材・文化・自然等を学
校教育の場に生かしていく。

・組織マネジメントを生かした学校経営をすすめ，職員一人一人が自己の持ち味を発
揮しながら積極的に学校経営に参画していく。

２ 学校教育目標

進んで学習し，心豊かにたくましく生きる生徒を育成する。

めざす生徒の姿
・主体的に学ぶ生徒
・自他を大切にし，思いやりのある生徒
・心身ともにたくましい生徒

めざす学校の姿 めざす教師の姿
・きれいで，さわやかな学校 ・生徒とともに学ぶ教師
・一人一人が大切にされる学校 ・協働する教師
・地域から信頼される学校 ・役割と責任を果たす教師

学校スローガン

誇れる自分，誇れる仲間をつくろう

一人一人が生き生きと輝く
日本一元気な学校

３ 本年度の組織目標

生徒の心を育てることを基盤とした学力形成と向上に努める。

主体的に学ぶ生徒 思いやりのある生徒 たくましい生徒
学力向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 豊かな心育成プロジェクト たくましさ育成プロジェクト

○基本的学習習慣の確立 ○道徳の時間の確保 ○育てる生徒指導の推進
○学習指導の改善・充実 ○学年学級経営の充実 ○教育相談の充実
○学び合い活動の充実 ○生徒会活動の充実 ○健康安全教育の充実
○総合的な学習の充実 ○話合い活動の推進 ○部活動の推進
○自己実現を図る評価の ○人権教育の充実 ○規範意識の高揚
工夫

小・中連携の推進，地域保護者との連携強化



４ 重点目標
(1) 学習指導の充実改善を図り，主体的に学ぶ意欲を育てる。
(2) 思いやりのある心豊かな生徒を育てるために，道徳・特別活動の充実を図る。
(3) 心身ともに健康で安全な生活をするために，基本的生活習慣・規範意識の定着を

図る。
(4) 心身に障害のある生徒の理解と，自立をめざす教育の推進を図る。
(5) 部活動の充実を図る。
(6) 地域に開かれた学校づくりに努める。
(7) 小学校との連携を図り，継続的・系統的な学習指導及び生活指導をすすめる。

５ 努力事項と施策

組 織 目 標 重点目標と
努 力 事 項 と 施 策

との関連 の関連

主 体 的 に (1) 【主体的に学ぶ意欲を育てるために】
学ぶ生徒 ア 個に応じた学習指導方法の工夫改善

・教材研究の充実と授業の改善を図り，分かる喜びを味わえる授業を
展開する。

・学習形態や少人数指導の工夫をし，学習の個別化を図る。
・確かな学力を身に付けさせるために，繰り返しや補充学習を進める。
・学習習慣の確立を図るためのノート指導の充実，自主学習を推進す
る。

イ 一人一人の「よさ」を生かす学習指導方法の充実
・体験学習や問題解決的な学習を重視した授業づくりをする。
・生徒の活動の場を工夫し，話し合い・学び合う活動を充実させ，言
語力・コミュニケーション能力を高める。

・学校図書館，ＩＣＴ機器の効果的な活用を推進する。
・環境，福祉，国際理解教育を視野に入れた「総合的な学習の時間」
を推進する。

ウ 生徒一人一人の自己実現を図る評価の工夫
・生徒一人一人のよさや可能性を伸ばす評価観に立ち，多面的・継続
的・客観的な学習状況の評価をすすめる。

・生徒自らが学習過程を振り返り，新たな目標や課題をもって学習が
進められるよう，「学習計画」「自己評価」「相互評価」を取り入れ
た指導の工夫をする。

思 い や り (2） 【思いやりがあり，心豊かな生徒を育てるために】
の あ る 生 ア 道徳教育の充実
徒 ・めざす生徒の姿を核とし，具体目標を設定した日常指導を実践する。

・自らの生活（生き方）に関わる内容を取り上げ，実践化を図る指導
を進める。
・魅力的な教材の開発と活用，「私たちの道徳」の計画的な活用を進
め，一人一人の道徳的心情を高め，日常における実践力を身に付け
る指導を進める。

イ 学年学級経営，生徒会活動の充実
・生徒にとって所属感があり，心の居場所となる魅力ある学校づくり
を進める。

・集団による話合い活動の活性化を図り，課題解決能力を育てる。
・体験活動，奉仕的活動を通して，望ましい人間関係の育成に努める。

（リーダーとフォロアラーのよりよい関係づくり）
・ねらいを明確にした生徒主体の学校行事を実践する。

ウ 福祉教育の充実
・体験的な活動を通して，助け合う心・共に生きる態度を育てるとと
もに，自己の社会貢献意識を高める。

・高齢社会への対応を想定した活動を計画的，継続的に位置づける。
エ 人権教育の充実
・日常生活や教室環境，言語環境など，人権に配慮した環境づくりを
進める。

・人権週間や人権集会を通して，人権意識や人権感覚の高揚に努める。



（4） 【心身に障害のある児童の理解と，自立をめざす教育を推進するために】
ア 障害児教育の充実
・発達障害のある児童の理解と指導力の向上を図るための研修の充実
を図る。

・障害の状況や特性等を的確に把握し，個に応じた計画的な指導を進
める。

・保護者や関係機関等との連携を強化する。

た く ま し (3） 【心身ともにたくましい生徒を育てるために】
い生徒 ア 生徒を育てる生徒指導の推進

・学校教育目標，経営方針等の指針を基に，より深い生徒理解に努め
る。

・生徒の「やる気」を育てる場（共感的なふれあいの場・存在感のあ
る場・自己決定の場）を設定する。

・生徒との信頼関係をもとにした「ダメなものはダメ」の指導に努め
る。（見捨てない・見放さない・見限らない）を基盤として

・日々の生徒の変化を把握し，成長をみとるとともに，進路指導に生
かす。

イ いじめや不登校，問題行動等の早期発見と解消
・定期調査の実施や児童とのふれあいの場を積極的につくる。
・粗野な言動については，毅然とした態度で指導を進める。
・生徒指導主事を核として，各担当間の連絡を密にするとともに，関
係機関との連携を図る。

ウ 教育相談の充実
・学校生活の不安や悩みの解消を図るために，定期教育相談を実施す
る。

・生徒の相談に応じることができるよう「相談箱」等を設置し，教育
相談機能を充実させる。

・スクールカウンセラーや特別支援担当者との連携を図り，教育相談
研修を定期的に実施する。

エ 健康・安全教育の充実
・生命尊重を基盤とした学級活動の充実を図る。
・運動能力テストの結果や部活動を通して，体力づくりを推進する。

（5） 【部活動の充実】
・ガイダンス機能を生かした入部指導の充実を図る。
・一人一人の能力に応じた指導に努めるとともに，集団としての規範
意識の高揚を図る。

・たくましい心身の育成をめざし，家庭との連携，保護者会組織の協
力を得る。

小 ・ 中 連 (6） 【開かれた学校づくりのために】
携 の 推 進 ア 学校教育の理解を図るための情報交換の工夫

・学校の指導方針，学校評価結果の公表に取り組み，保護者・地域の
地 域 保 護 理解を得る。
者 と の 連 ・生徒，保護者，地域，学校が一体となった教育活動を進める。
携強化 ・「学校だより」やホームページを活用した情報発信を進める。

・学校評議員や保護者，地域の「声」を取り入れた教育活動を進める。
イ 地域人材の活用や地域の人々との交流の充実
・多様な学習を進めるために，地域人材の活用，外部講師を積極的に
導入する。

（7） 【学びと育ちの連続性を考慮した，小中一貫教育を推進する】
ア 児童生徒間の交流，教師間の情報交換を推進する。
・小・中合同の特別活動等を計画的，継続的に実施する。
・生徒指導上の情報交換と対応に対する共通理解を図る。

イ 教科の専門性を生かした弾力的なカリキュラムを編成する。
・職員相互の研修体制の確立を図る。


